
管内報道機関との定例懇談会（４月）

日時：令和４年４月13日（水）10時30分

場所：久慈地区合同庁舎６階大会議室

次    第

１ 開会

２ 出席者自己紹介

３ 資料説明

４ 懇談

５ 閉会

（進行：県北広域振興局長）
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農村整備室長 ○ 農業改良普及室長 ○
企画推進課長兼
復興推進課長

○ ○

○

農政部長 ○
副局長兼
経営企画部長

○ ○

○ 教育事務所長 ○

林務部長 ○ 局長 ○ ○

県税室長 ○ 土木部長 ○ 産業振興室長 ○ ○

保健福祉環境部長 ○ ○

水産部長 ○

二戸高等技術
専門校長

○

座席表

事
務
局

報
道
機
関

入
口

参加予定報道機関
・岩手日報社久慈支局
・デーリー東北新聞社久慈支局
・ダナスプランニング
・陸中魁新聞社
・ＮＨＫ久慈報道室
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令和４年度 管内報道機関との定例懇談会 県関係者名簿

番号 職  名 氏  名 備  考

１ 県北広域振興局長 坊 良
ぼ う ら

英 樹
ひ で き

【新任】

２
理事兼県北広域振興局副局長兼

経営企画部長
下 山
し も や ま

義 彦
よしひこ

【新任】

３ 保健福祉環境技監 柴
しば

田
た

繁
しげ

啓
ひろ

（欠席）

４
経営企画部特命参事兼

企画推進課長兼復興推進課長
高
たか

橋
はし

光
こう

羊
よう

５
経営企画部特命参事兼

産業振興室長
熊谷
くまがい

郁夫
い く お

【新任】

６ 経営企画部特命参事兼県税室長 平
たいら

吉
よし

美
み

智
ち

７ 保健福祉環境部長 菊
きく

地
ち

幸
さち

男
お

８ 技術参事兼農政部長 松
まつ

岡
おか

憲
けん

史
じ

９
農政部農業改良普及室長

（久慈農業改良普及センター所長）
中
なか

村
むら

英
ひで

明
あき

10 農政部農村整備室長 澤
さわ

口
ぐち

勝
かつ

彦
ひこ

11 林務部長 及
おい

川
かわ

明
あき

宏
ひろ

12 水産部長 工藤
く ど う

飛雄馬
ひ ゅ う ま

【新任】

13 技術参事兼土木部長 和
わ

村
むら

一
かず

彦
ひこ

14 県北教育事務所長 石 亀
い し が め

健
たける

【新任】

15 二戸高等技術専門校長 今
こん

野
の

智
あきら
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管内報道機関との定例懇談会（４月）説明項目

項目 担当部 ポイント

１

令和４年度地域経営推進

費(県事業)の概要につい

て

経 営 企 画 部
令和４年度の地域経営推進費（県事業）につ

いて、お知らせします。

２

久慈湾養殖ギンザケ『久

慈育ち琥珀サーモン』の

初水揚げについて

水 産 部

久慈市漁業協同組合では、令和３年 11 月か

ら、刺身用商材や焼き魚商材として需要が高い

ギンザケ養殖の事業化を図り、４月14日（木）

に事業化後初となる水揚げを行うこととなりま

したので、お知らせします。

３
令和４年度主要事業につ

いて

二 戸 高 等

技 術 専 門 校

二戸高等技術専門校の令和４年度主要事業に

ついて、お知らせします。

４

令和４年度の離職者等を

対象とした職業訓練事業

について

二 戸 高 等

技 術 専 門 校

県立二戸高等技術専門校が実施する令和４年

度の離職者、求職者を対象とした職業訓練事業

についてお知らせします。

５

久慈地区における雇用の

維持・就職に向けた在職

者訓練及び離職者等訓練

について（４、５月実施

分）

二 戸 高 等

技 術 専 門 校

久慈地区における雇用の維持・就職に向けた

支援活動として、４、５月に在職者訓練及び離

職者等訓練を実施しますので、お知らせします。

【その他配付資料】

○ 月間行事予定表（令和４年４月～５月上旬）
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報道機関懇談会資料（2022/4/13） 県北広域振興局

説明項目１
令和４年度地域経営推進費(県事業)の概要について

（経営企画部）

令和４年度の地域経営推進費（県事業）について、お知らせします。

１ 地域経営推進費について

  広域振興局がそれぞれの広域振興圏において、現場主義に立脚した完結性の高い広域行

政を推進することにより、自立した地域を目指し、人口減少問題をはじめとした県政の重

要課題に対応するための経費です。

県が単独施策として行う「県事業」と市町村及び市町村長が必要と認める団体が取り組

む事業があります。

２ 地域経営推進費（県事業）実施方針

圏域の地域特性を生かした地域振興を図るため、県北広域振興圏第１期アクションプラン・

地域振興プランの「目指す姿」を実現するための取組を効果的に推進する事業を実施します。

【県北広域振興圏の目指す姿】

多様かつ豊富な資源・技術、培われた知恵・文化を生かし、北東北、北海道に広がる交流・

連携を深めながら、新たな地域振興を展開する地域

３ 事業数及び事業費（令和４年４月１日現在）

39事業 31,019千円  ※ 個別事業の概要は、別紙のとおり。

４ 主な事業（各見出しは、地域振興プランに掲げる重点施策項目です。）

(1) 多様な交流・連携により地域コミュニティを活性化します

【新規】北いわて情報発信事業（2,081千円・経営企画部、別紙№１）

➢ 県北圏域の情報を積極的に発信し、地域住民の活動を促すことで、圏域内外での認知度を

高め、圏域全体の活性化を目指す。

(2) 文化芸術・スポーツの持つ力を地域活性化へつなげていきます

【継続】北いわて・子ども文化スポーツ体験ひろば(985千円・経営企画部、別紙№3)

➢ 幼少期から文化芸術・スポーツに親しんでもらうため、児童への文化芸術体験及びスポ

ーツ団体との交流の機会を提供する。

(3)地域における医療体制を整え、心身の健康づくりと地域で支え合う福祉の環境をつくります

【継続】「おでかけi-サポ」で素敵な“で愛 ”応援!!事業（1,179千円・保健福祉

環境部、別紙№５）

➢ 結婚を望む男女に出会いの機会を提供する「おでかけｉ-サポ」の利用促進を図るため、

婚活支援セミナーや、婚活イベント等を実施する。
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(4) 災害に強い社会基盤を整えます

【新規】建設業ふれあい事業（294千円・経営企画部、別紙№8）

➢ 岩手県建設業協会久慈支部青年部会が実施している担い手不足の解消につながる事業に

ついて、県北局として事業費の一部を補助する。

(5) 新しい交通ネットワークを中心に、地域経済や暮らしを支える社会基盤を整えます

【新規】三陸鉄道企画商品券造成支援事業（257千円・経営企画部、別紙№9）

➢ 三陸鉄道のフリー乗車券と地域で使用できる商品券をセットにした新たな企画の造成を

支援し、久慈管内の地域イベントへの誘客促進による交流人口の拡大と三陸鉄道の利用促

進を図る。

(6)環境を守り育てる人材を育成し、多様な主体との協働を進めながら、良好な自然環境を守ります

【継続】県北にのへ環境を守り育てる人材育成事業(271千円・保健福祉環境部、別紙№11)

➢ 住民・環境団体及び事業者と行政が協働して、地域の環境関連施設や再生可能エネルギ

ー事業に触れることで３Ｒ、地球温暖化防止、自然保護等の環境に対する関心を高めても

らうこと、さらには、岩手・青森県境産業廃棄物不法投棄事案の発生した地域として、事

案を風化させず教訓として後世に伝えながら、環境を守り育てる人材を育成する。

(7) 豊富な再生可能エネルギー資源を生かした循環型の地域づくりに取り組みます

【継続】北いわて再エネ広域連携推進事業（1,704千円・経営企画部、別紙№13）

➢ 再生可能エネルギーを活かした地域づくりのため、県・市町村再エネ担当者間の勉強会

を開催するとともに、北いわてと連携協定を締結する横浜市内において再エネのPR展示等

を行い、更なる再エネの導入とその利活用に向け、市町村間の連携強化を図る。

(8)北いわての農畜産物のブランドを確立し、多様なスタイルでいきいきと暮らせる農村をつくります

【新規】多様な担い手づくり推進事業（191千円・農政部、別紙№18）

➢ 農村人口が減少する中で、他産業に携わる等しながら農業を営む新たなライフスタイル

の実践者を農村の担い手として確保するため、必要な環境づくりを進める。

(9) 地域材や特用林産物の生産体制の強化と需要拡大に取り組みます

【新規】自伐型林業スタートアップ支援事業（333千円・林務部、別紙№26）

➢ 管内の市町村では、「自伐型林業」に取組む地域おこし協力隊の活動が始まっており、新

たな森林管理の担い手として、また新たな地域住民として定着が期待されている。

一方、林内では安全に作業することが最重要課題であり、“自伐型林業”の安全指導を行

うとともに地域への定着に向けた支援を行う。
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(10) 担い手の確保・育成と漁業生産量の回復・向上を進めます

【新規】農水連携ウニ蓄養事業（1,446千円・水産部、別紙№33）

➢ 県北地域の農産物残渣を用いて餌料の少ない秋～冬期にウニを蓄養し高単価となる冬期

に出荷することで、ウニの付加価値向上と漁家の所得向上を図る。

また、廃棄される農産物残渣を有効活用することで、SDGsにつながる生産体系を構築する。

(11) 北いわての魅力ある食材を生かした食産業を盛んにします

【新規】北いわての「食・技」販路拡大推促進事業（442千円・経営企画部、別紙№35）

➢ 物産イベント等を通じて、県北地域の優れた食資源や伝統技術等を活用した商品の県内

における認知度向上や販路拡大を図る。

(12) アパレル産業など高い技術力を有するものづくり産業を盛んにします

【継続】北いわてアパレル産業人材育成支援事業（748千円・経営企画部、別紙№37）

➢ 県北地域の基幹産業であるアパレル産業を支援するため、県内高校生等からのファッシ

ョンデザイン募集を通じて、縫製業の魅力ＰＲ及び人材育成等に取り組むとともに、本庁

事業と連携したアパレル商談会等における「北いわて」の高い技術力のPRにより、事業者

の取引拡大を支援する。

(13) 隣接圏域等と連携した広域観光を進めます

【新規】北いわて通年型周遊滞在促進事業（1,019千円・経営企画部、別紙№38）

➢ 令和３年度の三陸沿岸道路（以下、三沿道という）全線開通や御所野遺跡の世界遺産登

録を契機として、新型コロナウイルス感染症で落ち込んだ観光消費の拡大及び県北地域へ

の誘客を図るため、１年を通じた周遊・滞在促進事業を実施する。

担当：経営企画部 高橋企画推進課長

電話：0194-66-9670 内線205
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令和４年度地域経営推進費(県事業)概要

番
号

事業名 概要
推進費
(千円)

担当部
室

対象
地域

新規
・
継続

1
北いわて情報発信事
業

　県北圏域の情報を積極的に発信し、地域住民の活動を促すことで、
圏域内外での認知度を高め、圏域全体の活性化を目指す。

2,081
経営企画
部

全域 新規

2
カシオペア地域づく
り活性化推進事業

　カシオペアＦＭで情報番組を放送し、今後の地域づくりを地域全体
で考える機会とする。また、二戸地域の地域資源となっているカーリ
ングの振興活動に取り組む若者を支援する。

2,481
経営企画
部

二戸 継続

3
北いわて・子ども文
化スポーツ体験ひろ
ば

　幼少期から文化芸術・スポーツに親しんでもらうため、児童への文
化芸術体験及びスポーツ団体との交流の機会を提供する。

985
経営企画
部

全域 継続

4
八戸圏域との文化ス
ポーツ交流・連携推
進事業

　隣接する八戸圏域との繋がりを活かし、子供たちの文化スポーツへ
の関心を深めるため、八戸市が新設する美術館や、プロスポーツ団体
等と連携したイベントを開催する。

597
経営企画
部

全域 継続

5
「おでかけi-サポ」で
素敵な“ で愛 ”応
援!!事業

　結婚を望む男女に出会いの機会を提供する、「おでかけｉ-サポ」の
利用促進を図るため、婚活支援セミナーや、婚活イベント等を実施す
る。

1,179
保健福祉
環境部

全域 継続

6
北いわて妊産婦安心安
全出産支援事業

　県北地域の誰もが安心安全に出産できるよう、管内市町村と連携し
て妊産婦の健診受診等に係る交通費を支援する。

2,322
保健福祉
環境部

全域 新規

7
障がい者アート推進
事業

　障がい者の社会参加や生活の質の向上、地域住民の障がい（者）理
解促進を図るため、創作表現への支援や指導方法を学ぶ研修会を開催
するほか、アート作品展の開催等を行う。

634
保健福祉
環境部

久慈 継続

8 建設業ふれあい事業
　岩手県建設業協会久慈支部青年部会が実施している担い手不足の解
消につながる事業について、県北局として事業費の一部を補助するも
の。

294土木部 久慈 新規

9
三陸鉄道企画商品券
造成支援事業

　三陸鉄道のフリー乗車券と地域で使用できる商品券をセットにした
新たな企画の造成を支援し、久慈管内の地域イベントへの誘客促進に
よる交流人口の拡大と三陸鉄道の利用促進を図る。

257
経営企画
部

全域 新規

10
久慈・二戸地域「道
の日ウォーキング」
事業

　一般の方を対象として、久慈・二戸地域において、道路について関
心をもってもらい、道路の建設、維持管理に理解を深めてもらうた
め、地域の道を歩き、道にまつわる史跡等を見学する「道の日イベン
ト」を開催する。

308土木部 全域 継続

11
県北にのへ環境を守
り育てる人材育成事
業

　住民・環境団体及び事業者と行政が協働して、地域の環境関連施設
や再生可能エネルギー事業に触れることで３Ｒ、地球温暖化防止、自
然保護等の環境に対する関心を高めてもらうこと、さらには、岩手・
青森県境産業廃棄物不法投棄事案の発生した地域として、事案を風化
させず教訓として後世に伝えながら、環境を守り育てる人材を育成す
る。

271
保健福祉
環境部

二戸 新規

12
県北地域における動
物愛護思想普及啓発
事業

　県北地域の動物愛護管理意識の高揚を図り、県が収容した動物の殺
処分頭数を減少させ、殺処分「ゼロ」の地域を目指すため、講習会や
管内市町村と連携した避難訓練等を開催する。

410
保健福祉
環境部

全域 継続

13
北いわて再エネ広域
連携推進事業

　再生可能エネルギーを活かした地域づくりのため、県・市町村再エ
ネ担当者間の勉強会を開催するとともに、北いわてと連携協定を締結
する横浜市内において再エネのPR展示等を行い、更なる再エネの導入
とその利活用に向け、市町村間の連携強化を図る。

1,704
経営企画
部

全域 継続

14
農業担い手チャレン
ジ支援事業

　農業経営体の経営発展に向けた新たなチャレンジや、支援制度が少
ないシニア世代等の就農に伴うチャレンジを支援する。

546農政部 全域 継続

15
魅力ある農業農村づ
くり活動支援事業

　地域活性化に向けた遊休農地活用等の話し合いや活動など、農業を
契機とした集落ぐるみの取組を支援する。

336農政部 全域 継続

16
アスパラガス半促成
栽培実証事業

　ほうれんそうの空きハウスを活用し、農業者の所得向上に向けて、
省力的で収益性の高いアスパラガスの半促成栽培の実証を行う。

230農政部 久慈 継続

17
ほうれんそう夏期収
量アップチャレンジ
事業

　ほうれんそう生産における効果的な夏期高温対策技術として、農業
研究センターで開発した低コストなミスト装置による加湿制御技術に
ついて現地実証を行い、夏期の収量アップにつなげる。

383農政部 久慈 継続

18
多様な担い手づくり
推進事業

　農村人口が減少する中で、他産業に携わる等しながら農業を営む新
たなライフスタイルの実践者を農村の担い手として確保するため、必
要な環境づくりを進める。

191農政部 久慈 新規

19
フードダイバーシ
ティ支援事業

　二戸地域の飲食事業者等によるヴィーガンやハラール等に対応した
メニュー開発・改良と誘客促進を図るため、先進事例の研修やユー
ザーとの意見交換及び活動のＰＲを行い、フードダイバーシティの取
組内容の充実・深化と効果向上を支援する。

555農政部 二戸 継続

20
農林水産業経営力向
上支援「カイゼン
塾」事業

　認定農業者や農林水産業を営む法人等を対象に、トヨタ自動車株式
会社が提供する１次産業向けの生産管理手法や工程改善ノウハウを習
得する「カイゼン塾」を開催することで経営効率化を担う人材を育成
する。

1,500農政部 二戸 継続

21
御所野遺跡等をテー
マにした産直の商品
開発等支援事業

　既存の産直や関係機関と連携し、御所野遺跡等をテーマにした統一
コンセプトのもとで既存商品・食材の見直し、魅力的な商品開発を支
援する。また、国内外からの観光客受入を見据えた接客スキル向上・
環境整備、品揃え・レイアウト等の見直しを支援する。

815農政部 二戸 継続

22
スマート果樹栽培推
進事業

 スマート農業技術導入に向けた実証ほの設置、実演会を開催し、(自
動ロボット草刈機やアシストスーツなどの）スマート農業技術を生産
者に広く知ってもらい、果樹栽培管理の効率化を図る支援を行う。

260農政部 二戸 新規

いわて県民計画
アクションプラン
［県北広域振興圏］

環境を守り育てる人材を
育成し、多様な主体との
協働を進めながら、良好
な自然環境を守ります

多様な連携・交流により
地域コミュニティを活性
化します

文化芸術・スポーツの持
つ力を地域活性化へつな
げていきます

地域における
医療体制を整
え、心身の健
康づくりと地
域で支え合う
福祉の環境を
つくります

豊富な再生可能エネル
ギー資源を生かした循環
型の地域づくりに取り組
みます

北いわての農畜産物のブ
ランドを確立し、多様な
スタイルでいきいきと暮
らせる農村をつくります

保健
医療分野

災害に強い社会基盤を整
えます

新しい交通ネットワーク
を中心に、地域経済や暮
らしを支える社会基盤を
整えます

別紙 資料２ー
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番
号

事業名 概要
推進費
(千円)

担当部
室

対象
地域

新規
・
継続

いわて県民計画
アクションプラン
［県北広域振興圏］

23
林業・木材産業新規
就業者確保支援事業

　林業・木材産業の担い手確保に取組む久慈地方「木の仕事」協議会
の活動を拡充し、継続的に支援する。

341林務部 久慈 新規

24
久慈地方原木しいた
け付加価値向上推進
事業

　久慈地方を代表する特産品である原木しいたけについて、高付加価
値化や技術の向上、販売促進活動の取組を生産者や関係団体等と連携
しながら一体的に展開することにより、産地としての地位を確立し、
生産者等の所得向上を図る。

161林務部 久慈 新規

25
日本一の北いわて木
炭産業振興推進事業

　日本一の木炭生産地である北いわてが一体となって、岩手木炭の魅
力などを積極的にＰＲし、木炭産業の活性化とブランド力の強化を推
進する。

300林務部 久慈 新規

26
自伐型林業スタート
アップ支援事業

　管内の市町村では、「自伐型林業」に取組む地域おこし協力隊の活
動が始まっており、新たな森林管理の担い手として、また新たな地域
住民として定着が期待されている。
　一方、林内では安全に作業することが最重要課題であり、“自伐型
林業”の安全指導を行うとともに地域への定着に向けた支援を行う。

333林務部 二戸 新規

27
浄法寺漆産業振興活
動支援事業

　漆資源の増大に不可欠な実生苗木生産の省力化に向けた生産手法の
検証を実施する。また、漆の担い手を対象に漆の多様な利活用による
付加価値化に向けた研修を開催する。
　二戸管内の小学生に総合学習での漆器の絵付け体験、イベント等や
飲食店等へ漆器を貸出し、浄法寺漆(器)のＰＲを実施する。

557林務部 二戸 新規

28
鳥越竹細工用スズタ
ケ資源確保支援事業

　伝統的に作られてきた鳥越竹細工技術伝承に必要なスズタケが近年
集団枯死したことから、二戸地域のスズタケの残存箇所・資源量の調
査の結果を活用し、残存資源によるスズタケ資源の増殖方法を検証す
る。

355林務部 二戸 継続

29
久慈地域水産物流通
リカバリー事業

　新型コロナウイルス感染拡大で大きな影響を受けた水産物の流通に
ついて、販路回復や新規開拓等を支援するとともに、水産業や水産加
工業の情報発信を強化し、久慈地域の水産物の知名度向上を図る。

1,133水産部 久慈 新規

30
明日の浜の担い手育
成事業

　担い手育成の強力な推進のため、高校生を対象に漁業体験、一般社
会人を対象としたインターンシップを実施し、地域漁業への理解を深
め、職業意識を醸成することで漁業就業に結びつける。

668水産部 久慈 継続

31
磯根資源の餌料環境
対策事業

　県がドローンによる餌料海藻のモニタリング体制を構築し、磯根資
源の餌料環境対策を漁業者等へ普及・指導するとともに、漁協連携に
よる養殖餌料の生産コスト削減手法を確立し、餌料海藻の安定確保を
図る。

424水産部 久慈 新規

32
持続可能な水産増養
殖推進事業

　ギンザケの海面養殖やナマコの増殖に取り組み、漁業生産量の維
持、増大と環境への負荷の軽減を図り、「とる漁業」から「つくり育
てる漁業」への転換を進め持続可能な漁業を推進するとともに、養殖
ギンザケを活用した地域産業の活性化を目指す。

456水産部 久慈 新規

33
農水連携ウニ蓄養事
業

　県北地域の農産物残渣を用いて餌料の少ない秋～冬期にウニを蓄養
し高単価となる冬期に出荷することで、ウニの付加価値向上と漁家の
所得向上を図る。
　また、廃棄される農産物残渣を有効活用することで、SDGsにつなが
る生産体系を構築する。

1,446水産部 久慈 新規

34
北いわての食産業魅
力づくり推進事業

　地域の意欲ある食品加工業者の、新しい取組を支援するとともに、
県北地域の優れた食資源を活用した商品等の認知度向上や消費拡大を
図る

1,946
経営企画
部

全域 継続

35
北いわての「食・
技」販路拡大推促進
事業

　物産イベント等を通じて、県北地域の優れた食資源や伝統技術等を
活用した商品の県内における認知度向上や販路拡大を図る。

442
経営企画
部

全域 新規

36
北いわてものづくり
産業人材育成・連携
促進事業

　地場ものづくり企業等の競争力向上を図るため、生産ラインなど業
務効率の改善に向けた取組等を支援するとともに、地域のものづくり
産業人材の育成に向け、管内実業高校における技術指導等を支援す
る。

873
経営企画
部

全域 継続

37
北いわてアパレル産
業人材育成支援事業

　県北地域の基幹産業であるアパレル産業を支援するため、県内高校
生等からのファッションデザイン募集を通じて、縫製業の魅力ＰＲ及
び人材育成等に取り組むとともに、本庁事業と連携したアパレル商談
会等における「北いわて」の高い技術力のPRにより、事業者の取引拡
大を支援する。

748
経営企画
部

全域 継続

38
北いわて通年型周遊
滞在促進事業

　令和３年度の三陸沿岸道路（以下、三沿道という）全線開通や御所
野遺跡の世界遺産登録を契機として、新型コロナウイルス感染症で落
ち込んだ観光消費の拡大及び県北地域への誘客を図るため、１年を通
じた周遊・滞在促進事業を実施するもの。

1,019
経営企画
部

全域 新規

39
カシオペア地域魅力
発信事業

　二戸地域の商工業・観光業の振興のため、地域の特色ある資源の知
名度向上やカシオペア連邦ファンの拡大に向けた情報発信等の取組を
充実させ、二戸地域の産業振興の推進を図る。

1,478
経営企画
部

二戸 新規

39事業 31,019

地域材や特用林産物の生
産体制の強化と需要拡大
に取り組みます

合　計

隣接圏域等と連携した広
域観光を進めます

担い手の確保・育成と漁
業生産量の回復・向上を
進めます

北いわての魅力ある食材
を生かした食産業を盛ん
にします

アパレル産業など高い技
術力を有するものづくり
産業を盛んにします
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報道機関懇談会資料（2022/4/13） 県北広域振興局

説明項目２
久慈湾養殖ギンザケ『久慈育ち琥珀サーモン』の初水揚げについて

（水産部）

久慈市漁業協同組合では、令和３年11月から、刺身用商材や焼き魚商材として需要が高い

ギンザケ養殖の事業化を図り、４月14日（木）に事業化後初となる水揚げを行うこととなり

ましたので、取材くださいますようお願いいたします。

久慈市漁協は久慈港湾口防波堤の整備により生じる静穏域の活用と、サケ等の資源減少に

代わる収入確保のため、平成31年４月からギンザケの養殖試験を実施してきました。

試験により、久慈湾でのギンザケ養殖が可能であることが確認できたことから、イケスを

６基まで増設し、養殖事業を本格的に展開しております。

１ 初水揚げ

(１) 日 時：令和４年４月14日(木) 午前７時頃から(予定)

※悪天候の場合、延期する場合あり

(２) 場 所：久慈市営魚市場前の岸壁

(３) 内 容：ギンザケおよそ3.5トン(約3,000尾)を水揚げ

(４) 出荷先：久慈市漁協等の市内水産加工業者に出荷されます

２ 備考

・質問等については、水揚げ作業終了後に久慈市漁協担当が対応いたします。

なお、湾内のイケスでの作業を取材するために、乗船の希望する場合は、４月 13 日(水)

の15時までに久慈市役所担当までメール願います。ｱﾄﾞﾚｽ：s-mauchi@city.kuji.iwate.jp

※メール記載内容は任意ですが、必ず、所属、氏名、緊急連絡先等を必ず記載ください。

※イケスでの作業を取材する場合

（１）集合時間：令和４年４月14日（木）午前６時

（２）集合場所：久慈市営魚市場前の岸壁

（３）作業工程：①出港（約10分）⇒②イケスから船へ水揚げ（約60分）⇒

（約10分）③魚市場前の岸壁に戻りギンザケを魚市場に水揚げ

（４）留意点等：作業を取材する際は、濡れる場合もありますので、ご留意ください。

問い合わせ先

・久慈市漁業協同組合（皀係長）      TEL:0194-52-3111／FAX:0194-52-3118

・県北広域振興局水産部（遠藤課長）    TEL:0194-53-4985／FAX: 0194-61-1164

・久慈市産業経済部林業水産課（馬内主査）  TEL:0194-52-2122／FAX: 0194-52-3653
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報道機関懇談会資料（2022/4/13） 県北広域振興局

説明項目３
令和４年度主要事業について

  （県立二戸高等技術専門校）

令和４年度、二戸高等技術専門校は、久慈地区から４名の新入校生を迎えました。

高等学校卒業後２年間で職業に必要な知識や技能を身に付けることができる本

校では、自動車システム科では自動車整備士、建築科では建築大工として、技能を

もって地域産業に貢献する人材を養成しています。

また、県北地域の産業技術人材育成の拠点として、①現在職業に就いている方の

職業能力の向上と②これから再就職したい方の就職に必要な知識・技能の習得を支

援しています。

二戸高等技術専門校の、今年度の主な事業は次のとおりです。それぞれの機会で

取材をお願いします。

１ 入校式

4月6日（水） 午前10時～11時 ※実施済

入校生数

科名 総数 久慈地区

自動車システム科 ９名 ２名（久慈市２名）

建築科 ８名 ２名（久慈市１名、洋野町１名）

計 １７名 ４名

２ ものづくり体験教室

7月24日（日）

  小学生を対象に、ものづくりの楽しさを体感できる教室を開催します。令和３

年度は、燃料電池カー組立教室及び木工体験教室を実施しました。

３ 若年者ものづくり競技大会

7月27日（水）～28日（木） 広島県で開催

出場選手は県内予選等を経て決定されます。（令和3年度は敢闘賞入賞）

４ オープンキャンパス＆夏の体験入校

8月6日（土） 午前10時～午後3時30分

午前は、オープンキャンパスとして、本校や自動車システム科、建築科の各科

の概要紹介のほか、施設見学などを通じて本校の魅力を紹介します。

午後は、体験入校として、高校生に、本校の実際の実習の一部を体験してもら

います。

５ 岩手県若年者技能競技会

10月下旬 岩手産業文化センター 「ツガワ未来館アピオ」 で開催されます。

６ 技能五輪全国大会

11月4日（金）～7日（月） 千葉県で開催

出場選手は、県内予選等を経て決定されます。

７ 冬の体験入校

令和5年1月6日（金）

高校生１、２年生及び中学生に、本校の授業や実習を実際に体験してもらうイ

ベントです。

令和３年度は、エンジン分解や外部診断機による故障診断、ＣＡＤソフトを使

った住宅設計などを体験してもらいました。
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このほか、久慈地区合同庁舎1階県民ホールを利用した本校学生の作品展示も予

定していますので、随時情報をお知らせします。

なお、専門校の施設・実習等の見学は随時受け付けています（原則として平日の

午後。高校生個人単位での見学も可能）。

※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、予定を変更する場合があり

ます。

担当

県立二戸高等技術専門校

校長 今野 智
あきら

、 校長補佐 阿部恵一

電話： ０１９５－２３－２２２７
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報道機関懇談会資料（2022/4/13） 県北広域振興局

説明項目４
令和４年度の離職者等を対象とした職業訓練事業について

（二戸高等技術専門校）

県立二戸高等技術専門校が実施する令和４年度の離職者、求職者を対象とした職業

訓練事業をお知らせします。

この事業は、離職者等の再就職を支援するため、２ヵ月から３ヵ月の期間で職業に

必要な知識や技能、資格を身に付けていただくものです。二戸高等技術専門校では、

プロポーザルによって決定した民間機関に委託して、毎年度実施しています。

令和４年度は、久慈地区５コース、二戸地区７コースを開講します。

特に久慈地区では、パソコン操作の基礎的な内容を身に付けることができる「パソ

コン基礎科」を新たに実施します。これまでパソコンにあまりなじみのなかった職業

に就いていた離職者等の方にぜひ受講していただきたいと考えています。

１ 開講予定コース

別紙のとおり

２ 実施機関

久慈地区 職業訓練法人久慈職業訓練協会（久慈市川崎町17－5）

二戸地区 職業訓練法人二戸職業訓練協会（二戸市米沢字荒谷76－2）

３ 対象者

ハローワークに求職申込みを行っている方

４ 受講料

受講料は無料。ただし、受講者が使用するテキスト等の教材費、保険料、検定料

は実費（コースによって異なります）。

５ 申込方法

ハローワーク窓口で申し込んでください。

６ その他

  実施にあたっては、新型コロナウイルス感染防止対策を徹底します。

担当

県立二戸高等技術専門校

校長 今野  智
あきら

、 校長補佐 阿部恵一

電話： ０１９５－２３－２２２７
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令和４年度 離職者等訓練コース及び募集日程

〇久慈地区

開

講

訓練

番号
訓練科名

定

員
募集期間

受講者

選考日
訓練期間 摘要

5

月
101 ＯＡ実務科 18

４月１日～

４月28日
５月10日

５月18日～

８月17日
3か月

６

月
102 医療事務科 14

５月９日～

６月８日
６月14日

６月22日～

９月21日
3か月

8

月
103 パソコン基礎科 14

７月11日～

８月10日
８月18日

８月25日～

11月24日
3か月

10

月
104 ＯＡビジネス科 14

８月29日～

９月27日
10月３日

10月12日～

１月11日
3か月

11

月
105 簿記会計科 14

10月14日～

11月11日
11月16日

11月28日～

２月27日
３か月

〇二戸地区

開

講

訓練

番号
訓練科名

定

員
募集期間

受講者

選考日
訓練期間 摘要

５

月
111 ＯＡ実務科① 20

４月１日～

４月28日
５月13日

５月19日～

８月18日
３か月

6

月
112 総合建設運転科 ※ 15

５月２日～

６月１日
６月９日

６月17日～

９月16日
３か月

７

月
113 福祉サービス科 15

５月17日～

６月15日
６月23日

７月１日～

８月31日
２か月

8

月
114 ＯＡ経理科① 15

７月15日～

８月16日
８月23日

８月31日～

11月28日
３か月

9

月
115

ＯＡ実務科

（短期習得コース）
15

８月１日～

８月29日
９月６日

９月14日～

11月11日
２か月

12

月
116 ＯＡ経理科② 15

10月17日～

11月16日
11月24日

12月１日～

２月28日
３か月

12

月
117 ＯＡ実務科② 15

11月７日～

12月６日
12月13日

12月21日～

３月17日
３か月

・知識等習得コース：離職者を対象とした、再就職に向け必要な知識等を習得するための短期訓練
・建設人材育成コース：建設機械の運転技能だけではなく、パソコンスキル等の知識・技能を習得
し建設分野における多様な人材を育成するための短期訓練

・※総合建設運転科は建設人材育成コースです。それ以外は、全て知識等習得コースです。
・募集期間、受講者選考日及び訓練期間は変更になる場合があります。
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報道機関懇談会資料（2022/4/13） 県北広域振興局

説明項目５

久慈地区における雇用の維持・就職に向けた在職者訓練及び離職者等

訓練について（４、５月実施分）

（二戸高等技術専門校）

県立二戸高等技術専門校では、感染防止措置の取組に配慮しながら、久慈地区にお

ける雇用の維持・就職に向けた支援活動として、４、５月に下記の在職者訓練及び離

職者等訓練を実施しますので、お知らせします。

本校では、県北地域の産業技術人材育成の拠点として、①現在職業に就いている方

の職業能力の向上と②再就職に向けて前向きにチャレンジしていきたい方が一日も

早く就職できるよう必要な知識・技能習得の支援を続けていきます。

１ 配慮する感染防止措置の取組み

(1) 机・椅子・実習器具等の配置

(2) 教室・実習場の換気の徹底

(3) 咳エチケット、消毒の実施

(4) 受講者の体調管理等の徹底

２ 実施する在職者・離職者等訓練

(1) 在職者訓練

ア ビジネスマナー （会場：久慈高等職業訓練校）

4月14日、15日  定員20名 〔申込締切済〕

※ 社会人としての心構えと基本的なビジネスマナーについて、演習を交えて

学びます。

イ 新入社員Ⅰスタートアップセミナー （会場：久慈高等職業訓練校）

4月25日、26日  定員20名 〔申込締切済〕

※ 社会人に求められる役割と、それを支える心構え・基本動作を学び、学生か

ら社会人への意識改革を図ります。

ウ 電気工事士試験準備コース《学科》 （会場：久慈高等職業訓練校）

5月12日、13日  定員10名 〔申込締切 4月22日〕

※ 第二種電気工事士試験の受験者を対象に学科試験の出題ポイントについて

学びます。

   エ Ｗｏｒｄビジネス活用応用 （会場：久慈高等職業訓練校）

5月19日、20日  定員10名 〔申込締切 4月26日〕

※ 実務に役立つ文書の作成を通じて、図形、写真、テキストボックス、ワー

ドアートなどの使い方を学びます。

(2) 離職者等訓練

  ア ＯＡ実務科 （会場：久慈高等職業訓練校）

5月18日～8月17日 定員18名 〔募集期間：4月1日～28日〕

※ ＯＡ実務科は、パソコンを使った操作・事務処理について基本的な技能を

習得し、事務及び多様な職種における即戦力として就職を目指す３か月の職

業訓練です。
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３ 申込先

(1) 在職者訓練

   二戸高等技術専門校（電話：0195-23-2227）

(2) 離職者訓練

   ハローワーク久慈（電話：0194-53-3374）

４ 今後、感染者が確認された場合の対応

  訓練の休止、延期等

担当

県立二戸高等技術専門校

校長 今野  智
あきら

  校長補佐 阿部 恵一

電話: 0195-23-2227 Fax: 0195-23-9081
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社会人としての心構えとマナーについて学びます。

〔木〕 〔金〕

● 講 師 ● offreM’s代表
田原 美晴 氏
コミュニケーションアドバイザー
電話応対技能検定指導員・試験官
産業カウンセラー

● 定 員 ● 20名

●持参品● 筆記用具、中履き、
昼食（外出して飲食も可）

● 会 場 ● 久慈高等職業訓練校
〒028-0051 久慈市川崎町17番地5号

● 受 付 ● 8時30分～9時
※それ以前の入校は出来ません

研修内容
1日目

□新入社員としての心構え

□マナーとは

□ビジネス用語・敬語の基本

□電話応対の基本・演習

2日目

□メールの基本

□ＳＮＳのマナー

□仕事の進め方の基本

□応接応対の基本・演習

《お問合せ・申し込み》

TEL：0195-23-2227    FAX：0195-23-9081

Eメール：seminar_ninohe@pref.iwate.jp

受講申込書に必要事項を記入し、Eメールまたはファクスで
二戸高等技術専門校へ申込期限までにお申込みください。
申込書のダウンロード、セミナー詳細、他のセミナーについ
ては、右のQRコードよりホームページをご覧ください。

在職者訓練▶
(2日間)

昼休憩（12：00~13：00）1時間
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対 象 者
新入社員研修Ⅱ(10月6日・7日 フォローアップ)、Ⅲ(令和5年3月2日・3日
ブラッシュアップ)とセットで受講申込できる入社１年目の方
※Ⅰ、Ⅱ、Ⅲとセットでのお申込みが難しい方はご相談ください。

日 時
令和4年4月25日（月）～令和4年4月26日（火）２日間
9時～16時（昼休み12時～13時）

講 師 株式会社ａｉびじねす 代表取締役 中村 夢美子 先生

会 場 久慈高等職業訓練校（久慈市川崎町17番5号 TEL：0194-52-3343）

定 員 ２０名

受 講 料 無料《テキスト代などの実費は、自己負担》
参考(令和3年度同コース、使用テキスト代・・・１，１９３円)

受 講 申 込
受講申込書に必要事項を記入し、Eメールまたはファクスで二戸高等技術専門
校へ申込期限までにお申込みください。

申 込 期 限 令和4年4月5日（火）

受 講 決 定
受講者は先着順で決定し、受付期間終了後、可否をEメール、ファクスまたは
電話でお知らせします

そ の 他
修了者には職業能力開発促進法に基づき修了証書を交付します。
新型コロナウイルス感染症の感染状況または申込者数により中止にする場合
がありますので、あらかじめご了承下さい。

「なぜ働くのか」という問いに向き合いながら、社会人に
求められる役割と、それを支える心構え・基本動作を学び、

学生から社会人への意識改革を図ります

令和4年在職者訓練 コースNo.6－Ⅰ 【久慈地区】

「自分の価値」を「市場に評価」
されるようになるためには・・？

岩手県立二戸高等技術専門校 TEL 0195-23-2227

FAX 0195-23-9081

https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/koyouroudou/shisetsu/ninohe/1022921/index.html

Eメール：seminar_ninohe@pref.iwate.jp

問 合 せ
申 込 先

在職者訓練
(2日間)⇓
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セミナー

令和4年在職者訓練 コース№84 【久慈地区】

Wordをある程度活用できる方を対象に、実務に役立つ文書の

作成を通じて、図形、写真、テキストボックス、ワードアートなど
の使い方を学び、仕事をするうえで欠かせない実用的で見栄え
のする文書がつくれます！

対 象 者 Wordをある程度活用できる方

日 時 令和４年５月１９日（木）～令和４年５月２０日（金） ２日間
９時～１６時 （昼休み12時～13時）

講 師 久慈職業訓練協会講師

実施場所 久慈高等職業訓練校 （久慈市川崎町17番5号）

定 員 １０名

受 講 料 無料《テキスト代などの実費は自己負担》
参考（令和３年度同コース、使用テキスト代・・・２，０９０円）

申込期限 令和４年４月２６日（火）

受講申込
受講申込書に必要事項を記入し、Ｅメールまたはファクスで二戸高
等技術専門校へ申込期限までにお申込みください。

受講決定
受講者は先着順で決定し、受付期間終了後、可否をEメール、ファク
スまたは電話でお知らせします。

そ の 他
新型コロナウイルス感染症の感染状況等により中止する場合がありま
すので、あらかじめご了承ください。

岩手県立二戸高等技術専門校

TEL 0195-23-2227 FAX 0195-23-9081

はがきや封筒の宛名印刷
ラベル印刷も、Wordを使え
ば簡単に出来るんです！
（差し込み印刷）

文字入力する事だけがWord

ではありません！実務で使え
る、一歩進んだWordの使い
方を学んでみませんか？

https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/koyouroudou/shisetsu/ninohe/1022921/index.html

Ｅメール：seminar_ninohe＠pref.iwate.jp 在職者訓練▶
(2日間)
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第二種電気工事士
受験コース《学科》

筆記試験の内容説明、電気に関する基礎理論、電気工事の施工方法、
一般用電気工作物の保安に関する法令等、第二種電気工事士試験の受
講者を対象に、学科試験の出題ポイントについて学びます。

対 象 者 第二種電気工事士試験の受験予定者等

日 時
令和4年5月12日（木）～令和4年5月13日（金）2日間
9時～16時（昼休み12時～13時）

講 師
指導に定評のある

安倍 伴有（あんばい ともあり）先生

会 場
久慈高等職業訓練校
（久慈市川崎町17番5号 TEL：0194-52-3343）

定 員 10名

申 込 期 限 令和4年4月22日（金）

受 講 料
無料《テキスト代の実費は自己負担》
参考（令和3年度同コース、使用テキスト・・・オーム社『第二種電
気工事士筆記試験標準解答集』 １，３２０円）

受 講 申 込
受講申込書に必要事項を記入し、Eメールまたはファクスで二戸
高等技術専門校へ申込期限までにお申込みください。

受 講 決 定
受講者は先着順で決定し、受付期間終了後、可否をＥメール、
ファクスまたは電話でお知らせします。

そ の 他
修了者には職業能力開発促進法に基づき修了証書を交付します。
新型コロナウイルス感染症の感染状況または申込者数により中止
する場合がございますので、あらかじめご了承ください。

電話：0195-23-2227 FAX:0195-23-9081

https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/koyouroud

ou/shisetsu/ninohe/1022921/index.html

Eメール：seminar_ninohe＠pref.iwate.jp

申し込み・
問合せ

在職者訓練▶
(2日間)
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久慈公共職業安定所（ハローワーク久慈）

久慈市川崎町２－１５ TEL ０１９４－５３－３３７４

【訓練主催】 岩手県立二戸高等技術専門校 二戸市石切所字上野々９２－１ TEL：0195-23-2227

【訓練実施】 職業訓練法人久慈職業訓練協会 久慈市川崎町１７－５ TEL：0194-52-3343

【取得目標資格】

コンピュータサービス技能評価試験 ワープロ部門３級

表計算部門 ３級

募集締切 ４月２８日(木)

受講期間 ５月１８日～８月１７日
９：００～１６：００ 土日祝日を除く

・ハローワークに求職申込をしている方

・ハローワークの受講指示、受講推薦または支援指示を
受けられる見込の方

・訓練修了後３ヶ月以内に再就職する強い意志のある方

受講費用
受講料無料ですが、自己負担あり

・教材費（概算） 計8,000円

・資格取得経費

CS検定（各部門） 3級 5,350円

2級 6,710円

・職業訓練生総合保険料 3,100円（振込料別）

募集期間

令和４年４月１日（金） ～ 令和４年４月２８日（木）

5-04-03-133-03-0135

今 、現場 （実務 ）では 、多様 なパソ コンス キルが 求めら れてい ます。
Ｏ Ａ実務 科は、 パソコ ンを使 った操 作・事 務処理 につい て基本 的な技 能を習 得し、 事務及 び多様 な
職 種にお ける即 戦力と して就 職を目 指す３ か月の 職業訓 練です 。

対象者

※新型コロナウィルス感染予防対策

当校では、アルコール消毒や適切な換気を行い、
三密の回避、感染拡大の予防対策をしています。

応募方法
募集期間内に、お住まいの地区を管轄するハローワー
クにお申込みください。

選 考 会 ５月１０日(火)１０：００～

＜場所＞ 久慈高等職業訓練校

久慈市川崎町１７－５

ＴＥＬ 0194-52-3343

受講料無料

（教材費等、
自己負担あり）

久慈 離職者等再就職訓練

定員 １８名

（8/11～8/16は休み）

受講生募集
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学科 ８４時間

職業能力基礎講習
オリエンテーション、キャリアコンサルティング、自己理解、仕事理解、職業意識、職
業設計、社会人基礎力、職場内のコミュニケーション、ビジネスマナー・接遇、応募
書類の作成、面接の心得、再就職支援セミナー

安全衛生 ＶＤＴ作業と安全衛生

ＯＡ概論 コンピュータの仕組み、インターネットの仕組み、セキュリティに関する知識

情報活用基礎知識 情報発信基本ルール、リスクと責任

実技 ２７４時間

文書作成実習
入力操作、書式設定、表の作成、図形や画像等による文書の装飾、一般文書・依頼
文書・各種ビジネス文書の作成

表計算データ処理実習 表の作成、並べ替え、データ抽出、計算式、関数、グラフ作成、帳票作成

情報活用実践
インターネットを活用した情報収集、ホームページの作成、視覚効果の活用とスライ
ド資料作成

ＣＡＤ操作実習 ＣＡＤ基本操作、平面図作成

その他 ２時間 開講式、修了式

総訓練時間 ３５８時間

◎カリキュラム

◎選考会

選 考 日 時

令和４年５月１０日（火） １０時開始
受付を９時３０分～９時５０分までに済ませてください。

※感染拡大防止のため事前に検温をお願いします。

選 考 場 所 久慈高等職業訓練校（久慈市川崎町17-5 TEL 0194-52-3343）

実 施 内 容

・エントリーシート記入
・筆記試験

・面接

持参 す る も の 筆記用具（えんぴつ・消しゴム）

選考結果通知 選考日の翌日、郵送にて通知

留 意 事 項

＊面接順によってはお待ちいただくことがあります。
＊やむを得ない事情により欠席および遅刻をする場合は、事前にご連絡ください。
（無断で欠席又は遅刻した場合は、選考対象外となります。）

＊選考基準を満たしていない事項が一つでもある場合は、定員の充足の有無に関わらず受講
決定とならない場合があります。

＊受講決定後に受講を辞退した場合は、用意したテキストを買取していただきます。

＊この訓練は、応募状況により実施されない場合があります。

選考会場
案内図
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令和４年４月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

13 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

14 木 『久慈育ち琥珀サーモン』初水揚げ 7：00頃～ 久慈市 久慈市営魚市場前の岸壁 〇 久慈市林業水産課 52-2122

16
～
17

土
～
日
やませ土風館14周年感謝祭 10：00～ 久慈市 やませ土風館 久慈市観光物産協会 66－9200

17 日 町消防団機械器具点検 未定 洋野町 町内各消防団屯所前 洋野町総務課防災推進室 65-5918

18 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

23 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

24 日 早朝一時間清掃（ごみ拾い） 5：00～ 久慈市 久慈地区全域 生活環境課 54-8003

24 日 春の清掃の日 未定 洋野町 大野地区 洋野町総合サービス課 77-2112

28 木
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

30 土
【定例】プチよ市（最終土曜日）
※要問合せ

15：00頃～ 野田村 ねま～る 野田村商工会 78-2012

令和４年５月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

3 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

3
～
4

火
～
水
おおのキャンパス一人一芸交流祭 未定 洋野町 おおのキャンパス 洋野町地域振興課 77-2111

3
～
5

火
～
木
アグリパークおおさわ春の感謝まつり 未定 洋野町 アグリパークおおさわ アグリパークおおさわ 66-2662

7
～
8

土
～
日
短角牛山あげツアー 11：30～ 久慈市 エリート牧場 産業建設課 72-2129

8 日 鵜鳥神社例大祭 未定 普代村 鵜鳥神社 鵜鳥神社 35-2340

8 日 岡谷稲荷神社例大祭 未定 洋野町 岡谷稲荷神社 岡谷稲荷神社 65-3764

8 日
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

13 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

14 土 ウニの森づくり植樹祭 未定 洋野町 未定 洋野町水産商工課 65-5916

15 日 平庭闘牛大会わかば場所 11:00～ 久慈市 平庭闘牛場 産業建設課 72-2129

17 火 久慈警察署等新庁舎落成式 14：00～ 久慈市 久慈警察署新庁舎 ◎ 岩手県警察本部警務部会計課 019-653-0110

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席 ※イベント等については、新型コロナウイルスの影響で中止となる場合がございますので、随時開催状況を確認くださいますようお願いします。
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